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北

野

作

文

考

一

菅
原
道
真
を
祀
る
北
野
天
満
宮
を
場
と
し
て
創
り
出
さ
れ
た
文
学
と
し
て
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
連
歌
が
周
知
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
和
歌
が

作
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
遡
っ
て
は
漢
詩
文
が
あ
っ
た
。

北
野
聖
廟
を
場
と
し
て
作
ら
れ
た
文
学
と
し
て
そ
の
最
初
に
位
置
す
る
漢
詩

文
の
、
定
着
と
展
開
の
様
相
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

な
お
、
私
は
以
前
に
、
平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
、
創
作
の
場
と
し
て
の
寺

院
の
存
在
の
看
過
し
が
た
い
こ
と
を
述
べ
た‐
ざ

そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば

「本

朝
無
題
詩
」
を
繕
い
て
み
れ
ば
直
ち
に
納
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
は

寺
院
と
し
た
が
、
日
配
り
が
足
り
な
か
っ
た
。
こ
の
北
野
聖
廟
も
、
そ
う
し
た

詩
作
の
場
と
し
て
機
能
し
た
寺
社
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
寺
社
の
そ
の
よ

う
な
役
割
を
跡
づ
け
よ
う
と
す
る
作
業
の
一
環
で
も
あ
る
。

二

以
下
、
時
代
を
追
っ
て
た
ど
っ
て
い
こ
う
。

後

藤

日召

北
野
作
文
の
濫
腸
を
な
す
の
は
寛
和
二
年

（九
八
六
）
七
月
二
十
日
の
慶
滋

保
胤
の

「奏
二
菅
丞
相
廟
一願
文
」
「
本
朝
文
粋
」
巻
十
三
）
で
あ
る
。
次
の

よ

つヽ
に
い
つヽ
。

私
は
先
に
栄
達
名
声
を
神
仏
に
祈
願
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

其
の

一
の
願
ひ
に
日
は
く
、
天
満
天
神
の
廟
に
就
い
て
、
文
士
を
会
し
詩

篇
を
献
ぜ
む
と
。
其
の
天
神
の
、
文
道
の
祖
、
詩
境
の
主
為
る
を
以
つ
て

な
り
。

す
な
わ
ち
、
も
し
所
願
が
成
就
し
た
な
ら
ば
、
文
道
の
祖
た
る
北
野
聖
廟
に

文
人
を
会
し
、
詩
篇
を
奉
献
し
よ
う
と
誓
っ
た
。
祈
願
の
か
い
あ
っ
て
対
策
を

遂
げ
、
官
途
に
も
就
い
た
。
し
か
し
暮
年
に
至
っ
て
出
家
し
、
老
沙
弥
と
な
っ

た
今
は
作
文
の
会
を
主
宰
し
て
報
い
る
に
も
由
な
く
、
む
し
ろ

『法
華
経
』
の

講
筵
を
こ
そ
霊
前
に
開
き
た
い
と
思
う
。

こ
こ
に
、
実
際
の
挙
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
北
野
天
神
の
廟
前
に

作
文
会
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
願
文
に
、
「
天
神
の
文
道
の
祖
、
詩
境
の
主
為
る
を
以
つ
て
な
り
」
と

明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
野
廟
に
お
け
る
作
文
は
、
道
真
を
文
学
の
神
と

す
る
思
潮
の
確
立
と
共
に
始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

雄



保
胤
が
願
文
を
書
い
た
寛
和
三
年
七
月
に

一
条
天
皇
の
治
政
は
始
ま
る
が
、

こ
の

一
条
朝
は
、
道
真
の
復
権
、
神
格
化
に

一
時
期
を
画
し
た
時
代
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
永
延
元
年

（九
八
七
）
八
月
、
初
め
て
天
皇
に
よ
っ
て
北
野
社
の
祭

礼
が
行
わ
れ
、
奉
幣
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
に
北
野
は
勅
祭
の
社
に
列
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
道
真
に
対
す
る
贈
官
も
あ
り
、
正
暦
四
年

（九
九
三
）
の
五
月
に

正

一
位
左
大
臣
が
、
同
年
間
十
月
に
は
大
政
大
臣
が
追
贈
さ
れ
た
。
ま
た
寛
弘

元
年

（
一
〇
〇
四
）
十
月
に
は
天
皇
の
北
野
行
幸
が
挙
行
さ
れ
る
に
至
る
。

こ
の

一
条
朝
に
北
野
聖
廟
に
お
け
る
作
文
が
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

『
小
記
目
録
』
第
十
五
諸
社
の
永
延
元
年

（九
八
七
）
七
月
九
日
条
に
、

摂
政
詣
二
北
野
廟
一、
令
二
詩
人
作
文
和
歌
一事
。

の
記
事
が
あ
る
。
摂
政
は
藤
原
兼
家
。
こ
の
時
の
こ
と
と
し
て

「
続
古
事
談
』

巻
四
に
次
の
よ
う
な
話
柄
が
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。

一
条
院
ノ
御
時
、
六
月
晦
日
二
、
風
吹
雷
オ
ド
ロ
オ
ド
ロ
シ
ク
ナ
リ
ケ
ル

ホ
ド
ニ
、
母
后
ノ
御
方
二
藤
典
侍
ト
イ
フ
人
二
、
北
野
天
神
ツ
キ
タ
マ
ヒ

テ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
、
我
家
ヤ
ブ
レ
タ
リ
、
修
理
セ
ラ
ル
ベ
シ
。
又
摂
政
、

上
達
部
ヒ
キ
グ
シ
テ
賀
茂
ニ
マ
ウ
デ
テ
十
列
、
音
楽
タ
テ
マ
ツ
ラ
ル
、
ウ

ラ
ヤ
マ
シ
キ
ョ
シ
託
宣
ア
リ
テ
、
歌
ヲ
ヨ
ミ
給
ケ
ル
。
…
‥
、
ソ
ノ
ノ
チ

摂
政
、
人
々
ヲ
グ
シ
テ
北
野
ニ
マ
ウ
デ
テ
作
文
和
歌
ア
リ
ケ
ル
ト
ゾ
。

た
だ
し
、
こ
の
時
の
作
文
に
つ
い
て
は
他
に
資
料
が
な
く
、
詳
し
く
は
わ
か

ら
な
い
。

一
条
朝
に
お
い
て
、
も
う

一
度
北
野
廟
で
作
文
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「九

月
尽
日
侍
二
北
野
廟
一各
分
一■

字
こ

の
題
で
詩
宴
が
行
わ
れ
、
高
階
積
善
が

序
を
草
し
、
そ
の
詩
序
お
よ
び
藤
原
為
時
、
源
孝
道
の
詩
が

「本
朝
麗
藻
』
巻

下
に
、
大
江
匡
衡
の
詩
が

「
江
吏
部
集
」
巻
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
詩
序
の

記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
の
作
文
は
道
真
の

「
四
葉
の
孫
」
に
当
た
る
菅
原
輔

正
の
主
宰
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
孝
道
の
詩
に
、
冨
工
廟
は
本
よ
り

風
月
の
主
為
り
」
の
文
字
が
あ
る
。

こ
の
北
野
作
文
が
行
わ
れ
た
の
は
い
つ
な
の
か
。
上
記
の
詩
文
に
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
為
時
の
詩
に
、

非
菅
玄
孫
成
盛
集
　
雷
に
玄
孫
の
盛
集
を
成
す
の
み
に
非
ず

九
重
天
子
促
金
鸞
　
九
重
の
天
子
金
鸞
を
促
す

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
皇
の
行
幸
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
手

が
か
り
に
尋
ね
る
と
、
前
述
の
寛
弘
元
年

（
一
〇
〇
四
）
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
年
十
月
二
十

一
日
に
北
野
へ
の
行
幸
が
行
わ
れ
て
い
る

（『
日
本

紀
略
し
。
な
お
、
こ
の
年
は
間
九
月
が
ぁ
り
、
九
月
尽
日
か
ら
十
月
の
行
幸
ま

で
、
や
や
隔
り
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
間
九
月
十
三
日
に
は
行
幸
点

地
も
行
わ
れ
て
い
て

（『
日
本
紀
略
し
、
九
月
尽
日
の
作
文
の
頃
、
予
定
さ
れ

た
行
幸
の
こ
と
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

趾
純
肥
ｎ鰐
Ｌ
野一稗
輌
（笥
、「肇
釜
馨
ぇ
肇

東
大
寺
図
書
館
に

「
願
文
集
』

一
巻
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
巻
首
に

詩
巻
の
断
簡
を
収
載
し
、
十
二
首
の
詩
が
書
か
れ
て
い
る
。
作
者
は
紀
頼
任
、

藤
原
為
道
、
橘
孝
親
、
菅
原
定
義
、
大
江
広
経
、
藤
原
義
綱
、
橘
俊
成
、
源
資

宗
、
菅
原
清
房
、
紀
明
輔
、
菅
原
是
網
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
た
と
え
ば
、

菅
原
是
綱
の
詩
、

妙
法
経
王
何
処
講
　
妙
法
の
経
王
何
処
に
か
講
ず
る

洛
陽
城
北
廟
門
中
　
洛
陽
城
の
北
廟
門
の
中

寄
言
今
日
佳
遊
客
　
一言
を
寄
す
今
日
の
佳
遊
の
客

争
戴
神
恩
伝
祖
風
　
争
か
神
恩
を
戴
き
て
祖
風
を
伝
へ
む

が
よ
く
作
文
の
場
の
性
格
を
語
っ
て
い
る
が
、
北
野
廟
で
行
わ
れ
た

「法
華



経
』
講
説
の
席
で
賦
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
法
筵
の
時
は
い
つ
か
。
十

一
人
の
作
者
に
冠
せ
ら
れ
た
位
官
の
記
載
を

手
が
か
り
と
し
て
尋
ね
る
と
、
永
承
三
年

（
一
〇
四
人
）
以
降
、
同
五
年
以
前

と
い
う
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
一
方
、
こ
の

『
願
文
集
」
に
結
集

さ
れ
た
願
文
の

一
つ
に

「
北
野
廟
供
養
仏
経
願
文
」
が
あ

か
ざ

作
者
は
前
掲

の
詩
作
者
の

一
人
で
あ
る
橘
孝
親
。
こ
の
願
文
は
孝
親
が

『法
華
経
』
ほ
か
の

経
典
を
書
写
し
て
北
野
廟
に
供
養
す
る
に
際
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
永
承
五

年
五
月
十
八
日
の
日
付
が
あ
る
。
「法
華
経
』
講
説
と
こ
れ
に
付
随
し
た
作
文

は
、
こ
の
仏
経
供
養
に
伴
な
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
、
北
野
廟
作
文
の
濫
腸
と
し
て
述
べ
た
寛
和
二
年
の
慶
滋
保
胤
の
願
文

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
保
胤
は
当
初
作
文
会
を
企
図
し
た
も
の
の
、
挙
行
に
至
ら

な
い
ま
ま
、
自
ら
が
出
家
し
た
こ
と
に
よ
り
、
作
文
会
に
代
わ
っ
て

「香
花
の

筵
」
、
「法
華
経
』
講
説
の
法
筵
を
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
北
野
に
お
け

る
法
華
講
筵
の
晴
矢
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
保
胤
に
あ

っ
て
は
二
者
択

一
と
さ
れ
た
法
華
講
筵
と
作
文
が
結
び
つ
い
た
場
が
成
立
し
た

の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
以
後
こ
の
例
は
多
い
が
、
永
承
五
年
五
月
の

こ
の
作
文
が
そ
の
最
初
を
な
す
。

こ
の
永
承
五
年
の
北
野
作
文
に
お
い
て
、
菅
原
定
義
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
て

い
る
。去
年
冬
景
飛
言
葉
　
去
年
の
冬
景
言
葉
を
飛
ば
し

今
歳
夏
天
聴
法
華
　
今
歳
の
夏
天
法
華
を
聴
く

応
口
Ｈ
ＩＩ
国
内
外
　
応
に
…
…

□
誠
各
供
廟
門
霞
　
□
誠

部
の
供
す
廟
門
の
霞

第

一
句
に
注
目
し
た
い
。
第
二
句
は
こ
の
時
の
法
華
講
経
の
こ
と
を
い
う
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
対
を
な
す
第

一
句
も
北
野
で
の
こ
と
に
違
い
な
い
。

「言
葉
を
飛
ば
す
」
と
は
賦
詩
の
こ
ど
）と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

菅
原
定
義
の
詩
の
措
辞
か
ら
、
永
承
四
年
の
冬
、
北
野
で
作
文
が
行
わ
れ
て
、

定
義
も
参
会
し
、
詩
を
賦
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
他
に
こ
れ
に
関

わ
る
資
料
を
見
出
し
え
な
い
が
、
指
摘
し
て
後
考
に
備
え
た
い
。

「本
朝
続
文
粋
」
巻
八
に
藤
原
明
衡
の

「
九
日
陪
二
聖
廟
一聴
レ
講
〓
法
華
経
一

詩
序
」
が
あ
る
。
「
聖
廟
」
の
語
で
す
で
に
北
野
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
が
、
こ
の
序
を
収
め
る
も
う

一
つ
の
集
で
あ
る

「
三
十
五
文
集
」
で
は

「
陪
二
北
野
聖
廟
こ

と
そ
の
こ
と
を
明
記
す
る
。
そ
の
序
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

今
、
季
秋
重
陽
の
節
に
当
た
り
、
新
た
に

一
乗
八
講
の
筵
を
開
く
。
結
徒

を
嘱
し
て
以
て
慈
雲
を
調
り
、
墨
客
を
招
き
て
徳
水
を
頌
す
。
四
果
三

英
の
輩
、
龍
較
を
拭
ひ
て
雄
飛
し
、
江
左
洛
陽
の
才
、
鳳
筆
を
揮
ひ
て
燕

集
す
。
今
日
の
佳
会
、
盛
ん
な
る
か
な
、
大
い
な
る
か
な
。

北
野
廟
で
行
わ
れ
た
法
華
八
講
で
の
作
文
で
あ
る
。
そ
の
年
時
で
あ
る
が
、

詩
序
の
文
中
に
手
が
か
り
を
求
め
る
と
、

是
を
以
つ
て
、
大
長
秋
源
納
言
、
華
堂
を
其
の
処
に
立
て
、
鎮
に
大
法

の
鼓
を
撃
げ
、
桑
門
を
其
の
中
に
安
ん
じ
、
常
に
三
味
の
螺
を
吹
か
し

む
。

の

一
文
が
あ
る
。
明
衡
の
生
涯
を
た
ど
っ
て

「
大
長
秋
源
納
言
」
に
当
た
る
人

物
を
尋
ね
る
と
、
源
隆
国
が
あ
る
。
彼
は
永
承
六
年

（
一
〇
五

一
）
二
月
か
ら

康
平
四
年

（
一
〇
六

一
）
二
月
ま
で
権
中
納
言
皇
后
宮
大
夫
の
官
に
在
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
明
衡
が
列
な
り
、
詩
序
を
草
し
た
聖
廟
法
華
八
講
作
文
会
は
、

先
述
の
永
承
五
年
時
の
そ
れ
に
や
や
後
れ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
こ
の
作
文
会
で
の
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
供
句
が
残
る
。

「郷
金
（た
」
巻
下
、
絶
句
部
、
神
霊
の
項
に
、

同

（講
法
華
経
）
天
喜
五
九
月
　
実
範



延
齢
何
必
重
陽
菊
　
不
老
豊
如
妙
法
華
時
棟

七
十
余
年
疲
苦
学
　
唯
憑
仏
力
与
神
恩

北
野
で
の
作
で
あ
る
こ
と
の
記
載
は
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の

「神
霊
」
の
項
に
引
か
れ
た
詩
句
の
ほ
と
ん
ど
が
北
野
で
の
作
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
時
棟
の
詩
に

「苦
学
に
疲
れ
た
」
な
か
で

「神
恩
に
憑
る
」
と
詠
じ
て
い

る
の
は
、
文
道
の
祖
と
尊
崇
さ
れ
た
道
真
を
祀
る
北
野
廟
で
の
詠
詩
と
し
て
こ

そ
ふ
さ
わ
し
い
措
辞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
が
北
野
で
の
作
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

と
す
る
と
、
詩
題
か
ら
、
「法
華
経
」
講
説
の
場
で
の
作
で
あ
る
こ
と
が
、

ま
た
実
範
の
詩
か
ら
、
九
月
九
日
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
明
衡
が
詩
序

を
草
し
た
作
文
の
場
と

一
致
す
る
。
ま
た
詩
題
に
付
さ
れ
た
注
記
に
天
喜
五
年

（
一
〇
五
七
）
九
月
の
作
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
喜
五
年
は
先

に
明
ら
か
に
し
た
北
野
作
文
の
永
承
六
年

（
一
〇
五

一
）
か
ら
康
平
四
年

（
一

〇
六

一
）
ま
で
と
い
う
範
囲
に
含
ま
れ
る
。

別
時
の
作
と
み
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
の
作
と
考
え
る
の
に
矛
盾

す
る
点
は

一
つ
も
な
い
。
も
し
同
時
の
作
と
す
れ
ば
、
天
喜
五
年
九
月
九
日
、

北
野
聖
廟
に
源
隆
国
が
法
華
八
講
の
法
筵
を
主
宰
し
、
付
随
し
て
行
わ
れ
た
作

文
会
で
、
明
衡
が
詩
序
を
作
り
、
会
し
た

「
江
左
洛
陽
の
オ
」
に
藤
原
実
範
、

大
江
時
だ

が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
い
で
、
承
保
三
年

（
一
〇
七
六
）
九
月
十
二
日
に
あ
る
。
「水
左
記
」
の

そ
の
日
の
条
に
、

此
日
、
諸
儒
等
於
二
北
野
古
廟
一有
二
作
文
・云
々
。
題
云
、
宮
殿
甚
厳
飾
、

序
者
右
衛
門
権
佐
敦
宗
云
々
。

の
記
事
が
あ
る
。

詩
題
の
一
致
か
ら
、
こ
の
時
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
供
句
が

『郷
金

抄
」
に
残
る
。
巻
中
、
経
句
題
所
引
の
次
の
句
で
あ
る
。

宮
殿
其
厳
箭

　
　

　

通
国

瓦
葺
瑠
璃
螢
慧
日
　
珠
装
瑶
塔
動
微
風

『椰
金
抄
』
の

「
経
句
題
」
の
部
に
は
、
文
字
通
り
、
経
典
の
な
か
の

一
句

を
句
題
と
し
て
詠
作
さ
れ
た
詩
を
集
録
す
る
。
「宮
殿
甚
厳
飾
」
も
経
典
に
出

典
を
も
つ
語
句
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
出
典
を
尋
ね
る
と
、
こ
れ
は

「法
華

経
」
「化
城
喩
品
」
の
一
句
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「水
左
記
」
に
は

そ
の
こ
と
の
記
述
が
な
い
が
、
こ
の
作
文
も

「法
華
経
』
講
説
に
付
随
し
て
の

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
序
者
と
な
っ
た
敦
宗
は
藤
原
氏
、
通
国

は
大
江
氏
。

つ
い
で
は
大
治
三
年

（
一
一
二
八
）
二
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

『中
右
記
目
録
』
の
そ
の
日
の
条
に
、

今
夕
北
野
作
文
。
題
云
、
花
芳
明
徳
中

と
あ
る
。
こ
の
作
文
で
の
詠
作
が

「
郷
金
抄
」
に
残
る
。
巻
中
、
神
仙
部
、
神

徳
の
項
に
引
か
れ
る

花
香
明
徳
中
　
　
実
行

黍
稜
添
薫
苔
嬬
露
　
蒙
葉
引
気
柏
城
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

が
そ
れ
で
あ
る
。
実
行
に
つ
い
て
は
次
条
で
述
べ
る
。

「
中
右
記
』
長
承
二
年

（
一
一
三
三
）
三
月
二
十
日
条
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

今
夕
、
按
察
大
納
言
於
二
北
野
聖
廟
一行
二
作
文
一云
々
。
人
々
済
々
参
進

之
由
風
聞
。
後
聞
延
引
云
々
。

按
察
大
納
言
の
主
宰
す
る
北
野
聖
廟
作
文
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
延
引

さ
れ
た
と
い
い
、
実
際
に
行
わ
れ
た
の
が
い
つ
で
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な

い
。



こ
の
時
の
作
文
を
主
宰
し
た
按
察
大
納
言
は
藤
原
実
行
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

前
述
の
大
治
三
年
二
月
の
作
文
の
供
句
の
作
者
実
行
で
あ
る
。
実
行
は
儒
家
で

は
な
く
、
公
季
流
、
公
実
の
子
で
、
の
ち
に
は
従

一
位
、
大
政
大
臣
に
至
る
。

大
治
三
年
の
作
文
の
折
に
は
正
三
位
権
中
納
言
右
衛
門
督
検
非
違
使
別
当
の
地

位
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
も
作
文
会
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
度
に

互
っ
て
北
野
廟
に
作
文
を
主
宰
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
行
と
北
野
と
の

間
に
何
か
特
別
の
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。

同
じ
年
、
長
承
二
年
の
四
月
二
十
八
日
、
大
が
か
り
な
作
文
会
が
北
野
で
行

わ
れ
た
。
「中
右
記
』
『
長
秋
記
』
に
記
事
が
あ
る
。

今
日
北
野
有
二
作
文
一。
是
陰
陽
頭
家
栄
朝
臣
往
年
夢
想
云
々
。
序
者
大

納
言
師
頼
卿
、
依
二
件
夢
想
一也
。
題
云
、
野
催
唯
青
草
熟
。
時
登
朝
臣
題

也
。
上
達
部
左
大
弁
実
光
、
右
大
弁
師
俊
、
君
達
行
宗
、
公
章
、
宗
成
、

公
能
朝
臣
等
。
師
能
、
師
教
、
儒
者
皆
参
。
先
拝
霊
。
講
師
永
範
、
読
師

左
大
弁
実
光
。
深
更
事
了
、
人
々
退
出
云
々
。
（中
右
記
）

北
野
有
二
作
文
・。
題
野
径
唯
青
草
ｔ

参
公
卿
、
源
大
納
言
、
依
二
陰
陽

頭
家
栄
朝
臣
夢
ヽ

被
レ
作
レ
序
。
左
大
弁
、
右
大
弁
、
式
部
大
輔
敦
光
以

下
文
人
廿

一
人
。
題
菅
時
登
朝
臣
。
（長
秋
記
）

両
者
併
せ
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
日
の
作
文
は
陰
陽
頭
賀
茂
家
栄
の
得
た
夢
想
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。

句
題
は

「
野
径
唯
青
草
」
「
中
右
記
』
の

「催
」
は
誤
写
）、
韻
字
は

「
心
」
。

菅
原
時
登
が
撰
定
し
た
。
詩
序
は
、
こ
れ
も
家
栄
の
夢
想
に
よ
り
、
権
大
納
言

源
師
頼
が
書
い
た
。
参
会
の
文
人
と
し
て
、
藤
原
実
光

（読
師
）、
源
師
俊
、

源
行
宗
、
藤
原
公
章
、
藤
原
宗
成
、
藤
原
公
能
、
源
師
能
、
源
師
教
、
藤
原
敦

光
、
藤
原
永
範

（講
師
）
の
名
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
参
会
者
で
は
、
具
平
親

王
の
血
を
承
け
る
村
上
源
氏
の
存
在
が
目
立
つ
。
序
者
師
頼
と
師
俊
は
兄
弟
で

俊
房
の
子
、
師
能
、
師
教
は
師
頼
の
子
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
作
文
は
源
師

頼
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
「長
秋
記
』
の
記

者
師
時
は
師
頼
の
弟
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
村
上
源
氏
が
才
学
に
秀
で
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は

「今
鏡
」
「
む
ら
か
み
の
源
氏
」
に
言
及
が
あ
る
。

ま
た
そ
の

「今
鏡
』
の

「
ふ
ぢ
な
み
の
下
」
に
は
藤
原
公
能
の
こ
と
に
関
わ

っ
て
、
こ
の
日
の
北
野
作
文
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

徳
大
寺
の
大
臣

（実
能
）
の
御
子
は
右
大
臣
公
能
の
大
臣
と
申
し
き
。

…
…
、
む
ね
と
は
詩
作
り
給
ふ
事
を
好
み
て
、
中
将
な
ど
き
こ
え
給
ひ
し

時
、
北
野
の
、
人
の
夢
に
、
久
し
く
こ
そ
詩
な
ど
講
ず
る
人
な
け
れ
と
の

た
ま
は
す
と
て
、
野
の
径
は
た
だ
青
き
草
と
か
い
ふ
詩
を
博
士
、
学
生
な

ど
あ
ま
た
詣
で
て
講
じ
け
る
に
、
…
…

こ
の
長
承
二
年
四
月
の
作
文
は
、
陰
陽
師
の
夢
想
に
依
っ
て
行
わ
れ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
次
ぐ
北
野
作
文
も
同
じ
よ
う
に
夢
告
に
依
る
も
の
で
あ
っ

た
。
「台
記
」
天
養
二
年

（
一
一
四
五
）
三
月
六
日
条
に
、
藤
原
頼
長
は
次
の
よ

う
な
こ
と
を
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
書
き
下
し
て
引
く
。

孝
能
申
し
て
云
は
く
、
去
夜
丑
刻
の
夢
に
、
殿
の
西
北
の
廊
に
文
士
集
会

す
。
其
の
中
に
散
位
藤
敦
任
、
散
位
菅
原
清
賢
、
蔵
人
式
部
丞
藤
成
佐
の

三
人
の
儒
有
り
。
其
の
外
に
多
し
と
雖
も
、
其
の
人
を
覚
え
ず
。
孝
能
、

清
賢
に
問
ひ
て
云
は
く
、
「
何
事
な
る
か
」
と
。
答

へ
て
云
は
く
、
「
北
野

に
御
作
文
有
る
べ
し
」
と
。
孝
能
又
題
を
問
ふ
。
清
賢
答

へ
て
日
は
く
、

「
件
の
題
は
清
賢
の
献
ず
る
所
な
り
。
賢
相
云
々
」
と
。
即
ち
夢
覚
め
て
、

「
賢
相
」
の
下
の
字
を
覚
え
ず
。
寝
に
就
い
て
後
、
又
夢
み
る
こ
と
先
の

如
し
。
孝
能
又
題
を
問
ふ
。
清
賢
答
へ
て
云
は
く
、
「
賢
相
奉
公
節
な
り
」

と
。
孝
能
又
作
文
の
儀
を
問
ふ
。
清
賢
申
し
て
云
は
く
、
「
公
卿
及
び
儒



者
の
外
、
参
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
孝
能
又
問
ひ
て
云
は
く
、
「
儒

に
非
ざ
る
公
卿
は
参
る
べ
き
か
」
と
。
清
賢
云
は
く
、
「
公
卿
に
至
り
て

は
、
儒
に
非
ず
と
雖
も
、
参
る
べ
き
な
り
」
と
。
夢
覚
む
。
又
寝
に
就
き

て
先
を
夢
み
る
一言
Ｏ
去
年
十
二
月
中
旬
、
覚
仁
闇
梨
申
し
て
云
は
く
、

「夢
み
る
に
非
ず
覚
む
る
に
非
ず
、
人
の
言
有
る
が
如
し
。
北
野
に
御
作

文
有
る
べ
し
」
と
云
々
。
余
こ
れ
を
信
ぜ
ず
。
今
又
此
の
夢
有
り
。
奇
と

為
す
に
足
れ
り
。
彼
の
社
に
参
り
て
後
、
重
ね
て
の
告
を
得
た
り
。
作
文

を
企
つ
べ
き
も
の
な
り
。

頼
長
の
い
う
通
り
、
「
奇
と
為
す
に
足
る
」
ま
こ
と
に
具
体
的
で
詳
細
な
夢

語
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
北
野
作
文
が
実
際
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
早
々
の
こ
と
に
な
る
が
、
文
治
三
年

（
一
一
八
七
）
十

月
の
北
野
作
文
の
こ
と
が

『古
今
著
聞
集
』
巻
四
文
学
に
語
ら
れ
て
い
る
。

権
右
中
弁
定
長
北
野
の
宮
寺
に
て
作
文
の
事

文
治
三
年
九
月
七
日
暁
、
秀
オ
長
官
為
長
、
夢
に
権
右
中
弁
定
長
朝
臣
、

北
野
宮
寺
に
て
臨
時
の
作
文
を
お
こ
な
ふ
と
見
て
け
り
。
為
長
、
こ
の
よ

し
を
か
の
弁
に
告
げ
け
れ
ば
、
弁
お
ど
ろ
き
て
人
々
を
勧
め
て
、
同
じ
き

十
月
六
日
、
作
文
を
と
げ
お
こ
な
ひ
け
り
。
題
は
廟
庭
歳
月
長
。
源
中
納

言
通
親
卿
巳
下
参
ら
れ
た
り
け
り
。
序
は
大
内
記
長
守
ぞ
書
き
け
る
。
披

講
の
の
ち
、
新
中
納
言
兼
光
卿
、
式
部
大
輔
光
範
朝
臣
、
大
学
頭
在
茂
朝

臣
、
文
章
博
士
光
輔
朝
臣
等
朗
詠
し
け
り
。
む
か
し
の
御
余
執
な
ほ
お
は

し
ま
す
に
や
。
近
比
も
か
く
文
に
は
ふ
け
ら
せ
お
は
し
ま
す
事
多
く
侍
け

定
長
は
藤
原
氏
。
こ
れ
も
ま
た
夢
想
に
よ
っ
て
作
文
が
行
わ
れ
た
例
で
あ
る
。

以
上
、
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
最
初
期
に
至
る
、
挙
行
年
時
の
明
ら
か
な
北
野

聖
廟
作
文
で
あ
る
。

三

前
節
に
は
年
時
の
明
ら
か
な
場
合
を
あ
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
年
時
を
特
定
で

き
な
い
も
の
を
あ
げ
て
い
こ
う
。
作
者
の
生
存
年
代
を
論
述
の
順
序
の
目
安
と

す
る
。「郷
金
抄
』
下
、
絶
句
部
、
神
霊
の
項
に
引
載
さ
れ
る
摘
句
は
ほ
と
ん
ど
が

北
野
で
の
詠
作
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
次
の
詩
が
あ
る
。

歳
□
□
侍
二
北
野
祠
一即
事
　
　
実
綱

一
天
誰
□
仰
其
徳
　
況
是
魯
門
儒
学
人

詩
題
に
北
野
で
の
詠
作
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
実
綱
は
藤
原
氏
、

長
和
元
年

（
一
〇

一
二
）
生
、
永
保
二
年

（
一
〇
八
三
）
没
。

同
じ
く
神
霊
の
項
に
、
「
仁
王
経
」
の
題
で
賦
さ
れ
た
詩
が
あ
る
。

仁
王
経
　
　
　
　
　
孝
言

花
縦
□
□
吾
蓋
恥
　
負
春
猶
列
廟
庭
苔

「廟
庭
」
の
措
辞
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
野
で
の
作
と
考
え
て
よ
い
。
孝
言

は
惟
宗
氏
。
生
年
は
長
和
四
年

（
一
〇

一
五
）
前
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
史
料
上
の
所
見
の
下
限
は

『
中
右
記
』
承
徳
二

年

（
一
〇
九
八
）
間
正
月
三
日
条
に
、
孝
言
が
伊
賀
守
を
辞
退
す
る
こ
と
を
記

す
も
の
で
あ
る
。

同
じ
く

『椰
金
抄
』、
神
霊
の
項
に
、

講
法
華
経
　
　
　
　
清
房

〈
コ
撃
仏
教
饒
神
道
　
向
後
栄
華
在

一
家

が
あ
る
。
こ
の
詩
句
は
作
者
か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
清
房
で



直
ち
に
想
い
致
る
の
は
、
前
節
で
述
べ
た
永
承
五
年
五
月
の
北
野
廟
法
華
講
作

文
会
の
参
会
者
の

一
人
で
あ
っ
た
菅
原
清
房
で
あ
る
。
作
者
が
菅
原
氏
で
あ
る

こ
と
と
、
詩
に

「神
ぎ
旨

お
よ
び

「
一
家
」
の
措
辞
の
あ
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
こ
の
詩
も
北
野
で
の
作
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
は

「法

華
経
』
講
説
の
席
で
の
作
で
あ
り
、
永
承
五
年
の
作
文
と
全
く
同
様
の
場
で
の

詠
作
と
な
る
。

つ
い
で
、
「教
家
摘
句
』
に
次
の
一
聯
が
あ
る
。

北
野
聖
廟
講
法
花
経
　
正
四
位
下
行
式
部
権
大
輔
兼
大
学
頭
丹
波
守

徳
輝
暫
隠
知
非
実
　
応
似
霊
山
秋
日
円

北
野
で
の
作
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
作
者
表
記
の
肝
心
の
氏
名

が
諸
本
い
ず
れ
も
欠
け
て
い
て
、
官
位
表
記
か
ら
作
者
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

鮮

蒔

」
る の
こ
（
所
型
赫
顧 文
巫

斜

楓

文
「絲
嘲
赫
梓

物
を
求
め
る
と
、
藤
原
敦
宗
が
あ

和
ざ

『
中
右
記
』
天
永
二
年

（
一
一
一
一
）

九
月
十
八
日
条
に
、

或
人
来
告
云
、　
一
昨
日
夜
、
丹
波
守
敦
宗
朝
臣
卒
去
。
年
七
十
。
敦
宗
者

故
実
政
大
弐
長
男
也
。
後
三
条
院
御
時
蔵
人
井
大
業
。
五
位
間
、
経
二
少

弁
延
尉
佐
一、
為
二
当
時
師
読
一、
兼
二
式
部
権
大
輔
大
学
頭
丹
波
守
一。
才

智
頗
勝
二
傍
輩
一。
可
レ
謂
二
名
儒
一欺
。

の
記
事
が
あ
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
敦
宗
の
官
職
は
先
の
作
者
表
記
に

一
致
す

る
。
敦
宗
は
前
節
で
述
べ
た
承
保
三
年
九
月
十
二
日
の
北
野
作
文
に
も
列
坐
し
、

序
者
を
勤
め
て
い
た
。

再
び

『
郷
金
抄
』
に
戻
り
、
以
下
は
い
ず
れ
も

『椰
金
抄
」
所
引
詩
で
あ
る
。

巻
下
、
絶
句
部
、
神
霊
の
項
に
、

仁
王
経
　
　
　
　
　
広
俊

法
水
長
伝
華
洛
北
　
誰
言
仏
教
是
東
流

の
句
が
あ
る
。
「
華
洛
の
北
」
の
措
辞
か
ら
、
こ
れ
は
北
野
で
の
作
と
考
え
ら

れ
る
。
広
俊
は
中
原
氏
。
生
没
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
殿
暦
』
康
和
四
年

（
一

一
〇
二
）
四
月

一
日
条
に

「
六
位
外
記
」
と
し
て
見
え
、
「中
右
記
部
類
紙
背

漢
詩
』
巻
七
所
収
の
天
永
二
年

（
一
一
一
一
）
十

一
月
の
作

「冬
日
同
賦
対
雪

唯
掛
酒
詩
」
の
自
注
に
、
「
広
俊
預
爵
の
後
、
九
年
無
官
」
の
記
述
が
あ
り
、

お
お
よ
そ
の
年
代
が
知
ら
れ
る
。

巻
中
、
経
句
題
に
次
の
二
首
が
あ
る
。

如
日
之
照
北
野
　
　
水ヽ
範
卿

欲
同
尭
帝
昔
明
否
　
其
奈
趙
衰
冬
景
何

世
界
三
千
除
暗
遍
　
須
弥
百
億
仰
光
多

守
光

衆
罪
霜
消
何
有
病
　
大
慈
雲
磯
似
無
情

戒
珠
魯
聖
智
相
似
　
慧
鏡
趙
衰
仁
不
争

「如
日
之
照
」
は

「法
華
経
」
「
従
地
涌
出
品
」
中
の

一
句
で
あ
る
。
こ
の

二
首
も
北
野
社
で
行
わ
れ
た

「法
華
経
』
講
説
の
場
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
永
範
は
藤
原
氏
。
正
三
位
官
内
卿
に
至
る
。
康
和
二
年

（
一
一
〇
〇
）
に

生
ま
れ
、
治
承
四
年

（
一
一
人
○
）
十

一
月
九
日
に
没
す
る

（『
山
愧
記
じ
。

守
光
は
藤
原
氏
。
元
永
二
年

（
一
一
一
九
）
三
月
の
頃
、
学
生

（『
中
右
記
部

類
紙
背
漢
詩
』
巻
十
）、
「宇
塊
記
抄
』
天
養
二
年

（
一
一
四
五
）
四
月
二
十
五

日
条
に
少
内
記
と
し
て
見
え
る
。

巻
中
、
神
仙
部
、
神
徳
の
項
に
、

月
明
神
徳
中
北
野
　
　
敦
綱

秋
嘗
地
冴
陰
雲
巻
　
暮
賽
天
幽
行
雨
晴

が
あ
る
。
敦
綱
は
藤
原
氏
。
令
明
の
子
で
、
範
明

（
一
〇
九
六
―

一
一
六
九
）、



敦
任

（
一
一
一
〇
―

一
一
八
五
）
の
弟
、
生
没
は
未
詳
で
あ
る
が
、
天
養
元
年

（
一
一
四
四
）
十
月
か
ら
建
仁
二
年

（
一
二
〇
二
）
二
月
に
及
ん
で
史
料
に
所

見
が
あ
る
。

敦
網
に
は
も
う

一
首
、
北
野
で
の
詠
詩
が
あ
る
。
巻
中
、
仏
法
部
に
、

聴
レ
講
二
法
華
経
乱
野

一
円
珠
出
巨
鼈
海
　
一二
覚
月
懸
霊
鷲
山

和
　
　
　
　
　
　
　
敦
網

唯
求
仏
界
因
将
果
　
不
憶
人
間
利
与
名

こ
れ
も
北
野
に
お
け
る
法
華
講
経
に
際
し
て
の
唱
和
詩
で
あ
る
が
、
前
句
は
、

作
者
の
表
記
を
欠
き
、
作
者
不
明
で
あ
る
。

巻
中
、
経
句
題
に
、

供
養
於
仏
北
野
　
　
是
範

香
火

一
燿
煙
屡
散
　
瑞
花
四
種
色
芳
瓢

の
詩
が
あ
る
。
句
題

「
供
養
於
仏
」
は

『法
華
経
』
「
警
喩
品
」
の

一
句
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
詩
も
ま
た
北
野
廟
で
の

『法
華
経
』
の
講
筵
に
お
け
る
作
と
考

え
ら
れ
る
が
、
作
者
是
範
は
詩
文
集
の
類
、
ま
た
歴
史
史
料
に
見
出
し
え
な
い

人
物
で
あ
り
、
世
系
、
生
没
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
『郷
金
抄
』
所
引
の
詩
句

は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
文
人
の
作
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ

に
掲
げ
て
お
く
。

四

以
上
、
挙
例
に
紙
幅
を
割
い
て
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、　
一
条
朝
期
か
ら
鎌
倉

最
初
期
に
か
け
て
、
北
野
廟
を
場
と
し
て
頻
り
に
作
文
が
、
そ
れ
は

「法
華

経
』
講
説
に
伴
な
っ
て
の
も
の
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
が
、
行
わ
れ
て
い

た
。
現
存
す
る
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
だ
け
で
も
、
年
時
が
明
ら
か
な

も
の
十
二
度
、
不
明
の
も
の
九
度
で
あ
る
。

そ
う
し
て
鎌
倉
時
代
に
至
る
と
、
こ
れ
を
引
き
承
け
る
よ
う
な
か
た
ち
で
和

は
い
猜
楊
し
て
く
る
。
そ
の
こ
と
を
年
表
式
に
し
て
略
述
す
る
と
、
次
の
よ
う

正
治
二
年

（
一
二
〇
〇
）
八
月
十
三
日
　
藤
原
定
家
、
北
野
社
参
詣
。
自
歌

一
巻
を
奉
納

（明
月
記
）。

元
久
元
年

（
一
二
〇
四
）
十

一
月
十

一
日
　
北
野
社
歌
合
。
群
書
類
従

（巻

一
九
四
）
所
収
。

元
久
二
年
七
月
十
八
日
　
北
野
社
歌
合

（後
鳥
羽
院
御
集

。
明
月
記
）。

建
保
四
年

（
一
二

一
六
）
二
月
十
五
日
　
順
徳
天
皇
、
内
裏
に
北
野
宮
詠
進

詩
歌
合
を
行
う

（順
徳
院
御
集
）。

建
保
五
年
四
月
二
十
日
　
内
裏
歌
合
、
北
野
官
奉
献

（紫
禁
和
歌
集
）。
群

書
類
従

（巻

一
九
七
）
所
収
。

元
仁
元
年

（
一
三
二
四
）
四
月
　
北
野
宮
歌
合

（増
補
明
題
和
歌
部
類
）。

嘉
禄
二
年

（
一
三
二
六
）
二
月
十

一
日
　
一剛
宰
相
中
将
信
成
、
北
野
に
歌
合

を
行
う

（如
願
法
師
集
）。

Ｌ

鰤
耐
試

ボ
型
よ
一磁

婢

男

螂
襲

歎
‐よ 始
ヽ
コ
け
清
橘

歌
を
生
み
出
す
基
盤
と
し
て
の
、
道
真
を
詩
文
の
神
と
す
る
規
定
化
、
そ
の
こ

と
を
示
す
資
料
と
し
て
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
伊
地
知
鐵
男
氏
が
は
な
は
だ
簡
略
な
が
ら
、
「本
朝
麗

評
誕
炉
社『酵倒菫雛
聾
灘
亦
鴛
“
雄
出

目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。



作
文
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
こ
の
伊
地
知
氏
の
言
及
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な

い
が
、
こ
の
作
文
に
着
目
し
て
諸
資
編
，，）に
求
め
て
み
る
と
、
叙
上
の
ｒ
う
な

多
く
の
北
野
廟
に
お
け
る
作
文
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

に
わ
か
に
鎌
倉
期
に
入
っ
て
目
立
っ
て
く
る
北
野
で
の
歌
会
、
あ
る
い
は
和

歌
の
奉
献
も
、
こ
れ
に
先
立
つ
詩
文
の
制
作
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
和
歌
の
後
に
連
歌
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

２つ
。文
学
制
作
の
場
と
し
て
の
北
野
聖
廟
、
そ
の
伝
統
を
確
立
し
た
の
は
漢
詩
文

で
あ
っ
た
。

な
お
、
最
初
に
述
べ
た
、
詩
文
制
作
の
場
と
し
て
の
寺
院
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。

最
近
接
し
た
川
村
晃
生
氏
の

「新
風
へ
の
道
―
後
拾
遺
歌
人
の
場
を
め
ぐ
っ

て
」
と
題
す
る
発
瓢
、
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「後
拾
遺
集
』
は
八
代
集
の
歌
風
的
変
遷
の
転
換
点
に
位
置
す
る
が
、
そ
の

新
風
発
生
の
基
盤
を
場
の
問
題
か
ら
考
え
て
い
く
と
、
そ
の

一
つ
と
し
て
荒
康

感
や
寂
蓼
感
を
基
調
と
し
て
、
そ
こ
に
詩
的
風
趣
を
感
得
す
る
と
い
っ
た
詠
作

態
度
が
あ
る
が
、
そ
の
場
と
な
っ
た
長
楽
寺
や
霊
山
寺
、
栖
霞
寺
な
ど
は
、
元

来
詩
人
た
ち
の
逍
邊
の
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
歌
人
た
ち
が
和
歌
詠
作
の
場
に
転

用
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
詩
と
和
歌
は
、
場
の
問
題
と
し
て
捉
え

て
も
接
近
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

和
歌
史
研
究
の
側
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
論
述
に
接
す
る
と
、
詩
作
の
場
に
つ

い
て
の
考
察
が
、
漢
文
学
研
究
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
和
歌
史
研
究
と
も
相
関

連
す
る
問
題
と
し
て
、
や
は
り
必
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

買

一
条
朝
の
文
学
）
文
人
た
ち
の
動
静
」
３
国
文
学
」
譴
巻
１０
号
）。

拙
稿

「
東
大
寺
蔵

『
願
文
集
』
所
収
詩
断
簡
に
つ
い
て
」
η
国
語
と
国
文
学
」
６２
巻
１

号
）
参
照
。

新
訂
増
補
国
史
大
系

「本
朝
文
集
」
（巻
四
十
五
）
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

参
考
と
な
る
用
例
と
し
て
、
「椰
金
抄
」
巻
中
、
文
学
部
所
引
の
、
「
秋
催
詩
客
興
」
の
題

で
詠
ま
れ
た
藤
原
有
業
の

「
詞
華
更
発
露
清
色
、
言
葉
初
飛
風
冷
程
」
が
あ
る
。

宝
生
院
真
福
寺
文
庫
蔵
、
弘
安
元
年
写
本
。
中

・
下
巻
存
。

余
事
な
が
ら
、
こ
の
詩
句
は
従
来
未
詳
で
あ
っ
た
時
棟
の
生
年
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
天
喜
五
年
に

「
七
十
余
年
」
と
あ
る
か
ら
、
九
八
五
年
頃
の
生
ま
れ
と
な

２つ
。「神
道
」
は
基
道
の
意
。

金
原
理

「
『
泥
之
草
再
新
」
管
見
」
■
平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
し
。

『
大
日
本
史
料
」
第
三
篇
之
十
二
、
天
永
二
年
九
月
十
六
日
条
に
指
摘
す
る
。

「
和
歌
文
学
大
辞
典
」
付
載

「
和
歌
史
年
表
」
を
参
看
し
た
。

林
屋
辰
三
郎

「
天
神
信
仰
の
還
歴
」
３
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
」

一
〇
）、
村
山
修

一

「
天
神
信
仰
研
究
史
の
回
顧
と
展
望
」
（民
衆
宗
教
史
叢
書

『
天
神
信
仰
し
。

（
‐２
）
「北
野
信
仰
と
連
歌
」
３
書
陵
部
紀
要
」
５
号
）。
た
だ
し
、
こ
の
論
文
は
、
そ
の
題
目
に

明
ら
か
な
よ
う
に
、
「北
野
信
仰
」
と
い
う
視
点
に
立
つ
こ
と
か
ら
、
安
楽
寺
、
吉
祥
院
で

の
作
文
も
併
せ
て
列
挙
し
て
い
る
。
ま
た
列
挙
さ
れ
た
人
名
の
文
人
の
う
ち
、
紀
斉
名
と

橘
孝
親
は
あ
げ
ら
れ
た
資
料
に
は
見
え
な
い
。
何
ら
か
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿

は
、
〈場
と
し
て
の
北
野
〉
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
安
楽
寺
、
吉
祥
院
、
あ

る
い
は

「
天
満
天
神
祠

〈摂
州
こ

（本
朝
無
題
詩
巻
十
）
は
い
ま
は
取
り
上
げ
な
い
。

（
‐３
）
こ
と
に

「椰
金
抄
」
に
逸
句
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
柳
井
滋
氏
は
、
こ
の
書
に

多
く
残
る
経
句
題
の
詩
を
資
料
と
し
て
、
従
来
の
、
十

一
世
紀
以
後
は
経
句
題
は
和
歌
の

世
界
で
専
ら
行
わ
れ
、
漢
詩
の
世
界
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
の
誤

り
を
正
し
た
が

（「経
句
題
の
詩
に
つ
い
て
」
『共
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
８
）、
北
野
作

文
に
つ
い
て
も
、
『椰
金
抄
」
は
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。

（
‐４
）
和
歌
文
学
会
例
会

（平
成
二
年
五
月
十
九
日
、
慶
応
大
学
）
発
表
要
旨

（『和
歌
文
学
研

究
』
６．
号
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
本
学
教
授
―
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